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は

じ

め

に

　

福
井
県
大
野
市
の

宝

慶
寺
は

、

大
檀
越

伊
自

良
氏
の

外
護
を
受

け
て

渡
来
僧
寂
円
（

一

二

〇
七

〜
一

二

九
九
）

が

開
創
し
た

寺
院
で

あ
る

。

　

宝

慶

寺
開
山

寂

円

を

派
祖
と

す
る

寂

円

派
の

法
は

、

宝

慶

寺
二

世
・

永
平

寺
五

世
義
雲
（
一

二

五

三
〜
一

三

三
三
）

を

経
て

、

宝

慶
寺
三

世
・

永

平
寺
六

世
曇

希

2
二

八

八
〜
一

三

六

三

？
）

へ

と

伝
わ

る
。

こ

の

法
は

曇
希
に

よ
っ

て

宝

慶

寺
四

世

等
理
（
生

卒
年
不
詳
）

に

相
伝
し

宝

慶
寺
世
代
で

伝
え
ら
れ

る

も
の

と
、

永
平
寺
七

世
以
一

（
p・
〜
一

三

八
八
）

に

相

伝
し

永
平
寺
世

代
で

伝
え
ら

れ

る

も
の

と

に

分
か

れ

る
。

永
平
寺

世
代
に

伝
わ
っ

て

い

く
法
は

、

永
平

寺
十
九
世
・

滋

賀
県
高

島
市
の

正

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　　

伝
寺
開
山
（

龍
眠

）

祚
玖
（

一

五
三
一

〜
一

六
一

〇
）

に

伝
わ

り
、

こ

れ

が

正

伝
寺
二

世
伊
巓
（
？

〜
一

六
一

二
）

へ

と

伝
え

ら
れ

る
。

そ

し

て
、

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

（
1）

正

伝
寺
の

世
代
に

寂
円
の

法
が

伝
え

ら

れ

て

い

く
こ

と

と

な
る

。

宝

慶

寺
二

十
八

世
寂
心
雲

波
（

＝
ハ

ニ

六
〜
一

六
九

九
）

は
、

正

伝
寺
の

鑑
寺

と

し

て

住
し
て

い

た

時
期
が
あ
り

、

こ

の

時
に

寂
円
派
の

法
が

伝
え
ら

れ

た
。

雲

波
は

宝

慶

寺
以

外
に

、

宝

慶

寺
末
寺

徳
巌

寺
の

世

代
で

あ

　
　

　
　
（
院）（
2

）

り
、

仏
母
寺
を

開
い

て

い

る
。

　
本
稿
で

は
、

正
伝
寺
の

記
録
を

用
い

て
、

雲

波
が

宝
慶
寺
に

入
院
す

る

ま
で

の

行
状
を
取
り
上

げ
る

。

こ

れ

に

よ
っ

て
、

江
戸

初
期
の

寂
円

派
と

宝
慶
寺
に

関
す
る
事
柄
を

明
ら

か

に

し

よ

う
と

す
る

も
の

で

あ
る

〔
正

伝
寺
世
代
の

示

寂
年
に

つ

い

て

は
、

正

伝
寺
所
蔵
の

「

正
伝
寺
過
去
帳
」

〈
一

七
五

〇

年
成
立
〉

と

「

正

伝
寺
明
細

帳
」

〈

一

八

九
四

年
成
立
・

年
譜

。

「

明

細
帳
」

と

略
す
〉

を
用
い

た
）

。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

永
平
寺
＋
九
世

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

う

　
蒙
平
寺
世

代》
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

義
宣
寺
開
山

　

　

　

　

　

　

　

　

寺

・

　
、

　
．

麟
恥

聾

驪

議
羅
…

π

飜

　

　
　

　
　

　

纛

　

お
ピ　
　

ヱハ
　

　

　

　

　

　

　
　

く
ナゆ
　

箪
黶

懿
耐

　

宝
慶
寺
二

＋
八

匿

　

の

寺

つ

　

　
　

　
　

　
　
慶

に

　

ぽ
け
ぐ
ニ

　

　

仏
母

寺
開

山

　

　

下
宝

寺

　
　

　

　
　
寂
心

雲

波

…
玖

寺

糊

　

　
　

　
　

　

祚
平

同

　

　
　

　
　

　

派

寧

　

正
伝

寺
−

世

　

　

円
に

伝

久
巌

朧
．

日

…
寂

鹽

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
〔一
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千
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陀

憂
／
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出
生

と

入
滅
し
た

時
期

　

雲
波
の

出
生
に

関

す
る

記
録
は

遺
っ

て

い

な
い

。

し
か

し
、

入
滅
し

た

時
期
に
つ

い

て

は

雲
波
が

住
し

た

宝

慶
寺
と

、

宝
慶
寺
末
寺
の

徳
巌

寺
と

仏
母

寺
に

記
録
が

あ
る

。

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ　

　

元

禄
十
二

年
六
月
三

日
（
『

宝
慶

寺
誌
』

）

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ハ
マ

こ

　

元

禄
十
二

年
十
月
十

日
（
「

徳
巌
寺
暦
住
記
」

「

仏

母
院
歴

代
牌
面
写
」

）

　

卒
年
不
詳
六
月
十
日

（

「

宝
慶
寺
過
去
帳
」

）

　

右
記
の

よ

う
に

、

資
料
に

よ
っ

て

差

異
が

あ
る

の

で
、

雲

波
が

示
寂

し

た

時
期
を
こ

の

内

容
か

ら

確
定
す
る
こ

と
は

で

き

な
い

。

雲
波
が
書

写
し

た

『

正

法
眼
蔵
』

（
七

十
五

巻
本
・

十
冊）

が

宝

慶
寺
に

所
蔵
さ
れ

て

お

り
、

そ
の

中
に
は

、

雲
波
が

書
写
し
た

年
月
日
と

年
齢
を
記
し
た

巻
が

あ
る

。

　

こ

こ

で

は
、

そ
の

中
か
ら

第
二

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
の

巻
と

、

第
七

十
五

出
家
の

巻
の

奥
書
を
見
て

み

る

こ

と
に

し
た
い

。

　

告
貞
享
三

丙
寅
年
三

月
吉
日

　
六

十
一

歳
寂
心
謹
書
之
（

摩
訶
般
若
波
羅

蜜
）

　

今
元

禄
三

庚
午
年
三

月
廿

四
日

書
之
畢
　
永
平
書
院
菩
薩
戒
比
丘

雲
波
行
年

　
六

十
五

歳
書
之
者
也
（

出

家）

　

貞
享
三

年
（

一

六
八

六）

雲
波
六

十
一

歳
の

時
と

、

元
禄
三

年
（
一

六
九
〇）

雲
波
六

十
五

歳
の

時
に

書

写
し

た
こ

と

が

分
か

る
。

團
野
弘
之
氏
は

、

出
家
の

巻
の

奥
書
に

あ

る

六

十

五

歳
と

記
し

た

雲
波
の

年
齢
を
誤
り
と

　

　

（

4
）

み
て
い

る
。

雲
波
が

貞
享
三

年
に

書
写
し

た

『

正

法
眼

蔵
』

は
、

七
十
五

寂
心
雲
波
の

行
状
に

つ

い

て

（

伊
　
藤
）

巻

中
に

四

十
九

巻

あ
る

。

こ

の

中
で

、

雲

波
が

書
写
し

た

年

齢
は

計

四

十
六

巻
に

記
載
さ

れ

て

い

る
。

そ
の

何
れ

も
が

六

十
一

歳
の

時
と

記

し

て

い

る

の

で
、

こ

の

年
齢
は

間
違
い

で

は

な

い

で

あ
ろ

う
。

一

方
、

元

禄
三

年
に

書
写
さ

れ

た

巻
は
二

十
四

巻
あ
り

、

こ

の

中
で

、

雲
波
の

年
齢
は

計
六
巻
に

記
載
さ

れ
て

い

る
。

年
齢
の

記
載
が

あ
る
こ

の

六

巻

の

中
に
は

、

前
述
し
た

第
七

十
五

出

家
の

巻
が

あ
り

、

そ

れ

に

は

元

禄

三

年
六
十
五

歳
と

記
さ

れ

て
い

る
。

こ

れ

以

外
の

第
五

十
、

五

十
二

〜

五

十
五

の

五

巻
に

は
、

雲
波
が

元

禄
三

年
に

書

写
し
た

時
の

年
齢
を

六

十
九

歳
と

記

し

て

い

る
。

團
野
氏
の

指
摘
は

、

こ

の

六

十
九

歳
と

す

る

識
語
に

依
る

も
の

で

あ

る
。

し

か

し
、

元
禄
三

年
は

貞
享
三

年
（
雲

波
六

十
一

歳）

の

四

年
後
で

あ
る

か
ら

、

こ

の

時
の

雲
波
の

年
齢
は

六

十
五

歳
と

な
り

、

こ

れ
は

出
家
の

巻

に

記
さ

れ
て
い

る

年
齢
に
一

致
す
る

。

奥

書
の

年
齢
を

基
に

算
出
す
る
と

、

雲
波
の

出
生
は

寛
永
三

年

二

六
二

六
）

と
な

り
、

元

禄
十
二

年
の

示
寂
で

あ
れ
ば

、

世
寿
七

十
四

歳
と

な
る

。

正

伝
寺
の

法
系
と

入
越
に

至
る

ま

で

　
雲

波
は

正

伝
寺
五

世

心

庵
最

伝
（
P
〜
一

六
三
二
）

の

法
嗣

で

あ
る

。

寛
文
十

年
（
一

六

七
〇
）

三

月
二

日

に
、

雲
波
が

首
座
智
恩
（
生

卒
年
不

詳）

に

授
け
た

三

物
が
正
伝
寺
に

あ

り
、

こ

の

記
録
か
ら

、

最

伝
と

雲

波
に

つ

い

て

師
資
相
承
の

関
係
が

明
ら

か

で

あ
る

。

正

伝
寺
伝
に

よ

る

と
、

最

伝
は

寛
永
九

年
（

一

六
三

二
・

雲

波
七

歳
の

時
）

に

示
寂
し
て

い

る
。

一

九
一

一 719 一
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寂
心

雲
波
の

行
状
に
つ

い

て

（

伊
　
藤
）

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　

雲
波
と

同
様
に

、

正

伝

寺
六

世
安
山
儀
全
（

一

六

六

五

〜
一

七

四
三
）

も
最

伝
の

法

嗣
で

あ
る

。

元

禄
十
三

年
（

一

七

〇

〇
）

六

月
初
八

日
に

儀
全
へ

と

相
伝
し

た
三

物
が

正

伝
寺
に

あ
り

、

こ

の

記
録
か

ら
、

最
伝

と

儀
全
に

つ

い

て

師
資
相
承
の

関
係
が

明
ら

か
で

あ
る

。

正

伝
寺
伝
に

よ

る

と
、

儀
全
は

寛

保
三

年
（
一

七

四
三
）

に

示
寂
し

て

い

る
。

「

明
細

帳
」

に
は

、

儀
全
の

世
寿
が

七

十
九

歳
と

示
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

か

ら

儀
全
の

出
生

は

寛

文
五

年

2

六

六
五
）

で

あ
る
こ

と

が

分
か
る

。

最

伝
は

、

寛

永
九

年
（

一

六

三
二
）

に

示

寂
し

て

い

る

が
、

儀
全
が

生
ま

れ

た

時
期
は

、

そ

れ
か

ら
三

十
三

年

後
の

こ

と

で

あ
る

。

　

と
こ

ろ

で
、

正
伝

寺
に

伝
わ

る

嗣

書
の

奥
書
に

は
、

天

梁
和
尚
代
最
伝
示
儀
全
日

。

仏

祖
命
脈
証

契
即
通
也

。

今
伝
附

既

畢
。

　

　
于

時
元

禄
十
三

年
庚
辰
暦
六

月
初
八

日

（

印）

　

　

　

　

　

　
　ハ
マ
マリ

　

　

　

永

平
三

十
六

世
勅
本
然
円
明

禅
師

天
梁
（

花
押）

　

　

　

　

　

　
　

今
採
続
焉
渡
儀
全

首
座

と

あ
る

。

こ

れ

ま

で

の

研
究
で

、

永
平

寺
三

十

八

世
緑
巌

厳
柳
（

？
〜

一

七
一

六）

ま

で
、

永
平
寺
の

世
代
は

寂
円
派
が

嗣

続
し
て

い

る
こ

と

が

　

　

　

　

　

　

　
　
（
5

）

明
ら

か
に

な
っ

て

い

る
。

永

平

寺
三

十
七

世
石
牛
天

梁
（
一

六
三

八

〜

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
サリ

一

七
一

四
）

も

寂
円

派
で

あ
る

。

こ

の

嗣
書
の

奥
書
は

儀
全
が

代
付
に
よ

り
、

寂
円

派
の

天

梁
か
ら
最

伝
に

法
が
継
承
さ
れ

た

こ

と

を

表
し

て

い

る
（

血

脈
と

大

事
に

も
同
じ

内
容

の

奥
書
が

あ

る
）

。

同

様
に

、

雲

波
に

伝

わ
っ

た

最

伝
の

法
も

、

永
平
寺
の

世

代
か

ら

代
付
さ

れ

た

こ

と

が

考
え

ら
れ

る
。

永
平

寺
の

世

代
か

ら
三

物
の

代
付
が
あ
っ

た

と

す
れ
ば

、

そ

一

九
二

れ

は
、

智
恩
に

三

物
を

授
け

る

寛
文
十

年
（

一

六
七

〇
〉

以

前
の

こ

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　り

で

あ
り

、

関
わ
っ

た

人

物
と

し

て

は

永
平
寺
二

十
三

世
仏
山

秀
察
（

？

〈

永
平
寺
住
持
期
聞
一

六一
二

四
〉

〜
一

六

四
一
）

か

ら

三

十

世
光
紹
智
堂
（

？

〜
一

六

七
〇
）

ま
で

の

永
平
寺
の

世
代
が

考
え
ら
れ

る
。

　
さ

て
、

前
述

し

た

寛
文
十
年
の

三

物
に

よ
っ

て
、

雲
波
は

正
伝
寺
に

住
し

て

い

た

こ

と

が

分
か

る
。

し

か

し
、

そ

の

期
間
は

定
か

で

な
い

。

「

明
細
帳
」

に

は

「

前

住
牌
ノ

存
ス

ル
」

人
物
に
つ

い

て

の

記
述
が
あ

る
。

こ

れ

に

は
、

正

伝
寺
の

世
代
に

含
ま

れ

て

い

な
い

僧

名
が

列
記
さ

れ
て

お

り
、

こ

の

中
に

雲

波
の

諱
も
記
さ
れ
て

い

る
。

但
し

、

雲
波
に

つ

い

て

の

詳
細
な

記
述
は

な
い

。

ま

た
、

「

明

細
帳
」

に

あ
る

最
伝
の

記
録
に
よ

れ

ば
、

　
本
師
ノ

遷
化
ヨ

リ
元

禄
十
二

年
安
山
ノ

初
年
二

至
ル

迄
五

十
九

年
間
ハ

世
代

　
見
ヘ

ス
、

或
ハ

鑑
寺
ナ
リ
シ

乎
。

と
、

本
師
（

最

伝
）

の

遷
化
か

ら
、

儀
全
が

正
伝
寺
に

住
し
た

元

禄
十
二

年
（
一

六

九
九
）

ま
で

の

五

十

九

年
間
は

、

正

伝
寺
に

世
代
と

な
る

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
（
6）

物
は

無
く

、

鑑

寺
が

お

か

れ

て

い

た

よ

う
で

あ

る
。

「

明

細
帳
」

に

記

さ

れ
て

い

る

正

伝
寺
の

世
代
が
不
在
で

あ
っ

た

期
間
と

、

雲
波
が

正

伝

寺
に

住
し

て

い

た

寛
文
十
年
の

時
期
が

重
な
る

。

　
こ

の

「

明
細
帳
」

の

記
述
内
容
に

は
、

他
の

記
録
と

合
致
し
て

い

な

い

部
分
が

あ
る

。

儀
全
が

正

伝
寺
に

住
し
た

元
禄
十
二

年
の

五

十
九
年

前
は

、

寛
永

十
七

年
（

＝
ハ

四

〇
）

で

あ
る

。

と

こ

ろ

が
、

最
伝
は

寛

永
九

年
に

示
寂
し

て
い

る
。

そ

れ

な

ら

ば
、

最
伝
の

示
寂
か

ら

儀
全
が
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正
伝
寺
に

入
院

す
る

ま
で

の

期

間
は
、

正

し
く
は

六

十
七

年
の

は

ず
で

あ
る

。

ま
た

、

天

梁
が

儀
全
に
三

物
を

付
与
し
た

の

は

元

禄
十
三

年
の

こ

と

で

あ
り

、

そ
れ

以

前
に

儀
全
が

正

伝
寺
に

住
す

る
こ

と
は

で

き
た

の

か

疑
問
で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

、

「

明
細
帳
」

の

記
述
に
つ

い

て

は
、

検
討

す
べ

き
問

題
を

は

ら

ん

で

い

る
。

入

越
後
か
ら

宝
慶
寺
に

入
院
し

て

　

宝
慶
寺
末
寺
は

、

寂
円
派
で

あ
る

宝
慶

寺
の

世
代
に
よ
っ

て
、

宝
慶

寺
の

周
辺
に

開

創
・

展

開
さ

れ

た

と
い

う
特

徴
が

あ
る

（
宝

慶
寺
末
寺

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

7）

の

開
創
と

所
在
地
に

つ

い

て

は

別
稿
を

参
照
さ

れ

た
い
）

。

雲
波
が

正

伝
寺

に

住
し

て

い

た

頃
の

宝
慶
寺
末
寺
に
つ

い

て

取
り
上

げ
る

と
、

例
え
ば

　

　

　
龕）
　
　
　
　
　
　
　
　

（

8）

徳
巌
慶
隆
（
？

〜
一

六

六
二

？
）

が

開
い

た

光
徳
寺
で

は
、

二

世
以

降
の

法
系
に

不
詳
の

世
代
も
あ

る

が
、

五

世
に

は

太
源
宗
真
（
？
〜
一

三
七

こ

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9

）

を

派
祖
と

す
る

太
源
派
の

来
雄
白
随
（

？
〜
一

七
一

こ

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が

入
院
し
て

い

る
。

こ

の

よ

う
に

、

宝
慶
寺
末
寺
に

は

寂
円
派
以
外
か

ら
、

法
席
を

転

じ

て

い

る

こ

と

も
窺
え
る

。

　

宝
慶
寺
末
寺
の

徳
巌
寺
は

、

開
山
慶
隆
以
降

、

雲
波
が
二

世
と
し
て

入

院
す
る

ま
で

に

世
代
と

な
る

人
物
は
い

な
か
っ

た
。

徳
巌
寺
の

資
料

に

は

雲
波
が

住
し
て

い

る

頃
の

記
録
が

な
く

、

雲
波
が

正

伝
寺
を
退
院

し

入
越

す
る

ま
で

の

こ

と

が

掴
め

な
い

。

　

雲
波
が

正

伝
寺
に

住
し
て

い

た

寛
文
十

年
（

＝
ハ

七
〇
）

、

宝
慶

寺
に

寂
心

雲
波
の

行
状
に

つ

い

て

（

伊

　
藤）

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（

10）

は

二

十

七

世
月

心
義

山
（

？

〜
一

六

八
二

？
）

が

住
し
て

い

た
。

こ

れ

は
、

「

永

代
売
渡
し

申
畠
之

事
」

（
宝
慶
寺
文
書
）

に

よ
っ

て

明
ら

か

で

　
（

11）

あ
る

。

つ

ま

り
、

義
山
が

宝
慶

寺
に

住
し

て
い

る

状

況
を

考
え
る

と
、

雲
波
は

入

越

後
、

宝
慶
寺
に

入
院
す
る
よ

り
も
前
に

、

徳
巌

寺
に

住
し

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　（
12）

た

と

捉
え
る
こ

と

が

で

き
る

。

お
わ

り
に

　

本
稿
で

は
、

雲

波
が

書
写
し

た

『

正
法
眼
蔵
』

の

奥
書
か

ら
、

雲
波

の

生

卒
年
時
期
に
つ

い

て

考
察
し
た

。

正

伝
寺
に

は

最
伝
か

ら
雲
波
へ

と
、

最
伝
か

ら
儀
全
へ

と

伝
わ
っ

た
二

つ

の

法
が

あ

る
。

師
資
の

生

卒

年
と

三

物
の

奥
書
に
よ
っ

て
、

こ

の

二

つ

は

代
付
さ

れ

た

寂
円
の

法
で

あ
る

こ

と

に

つ

い

て

明
ら
か

に

し

た
。

ま

た
、

義
山
の

示
寂
時
期
を

考

慮
し

て
、

雲
波
は

徳
巌
寺
に

住
し

た

後
に

、

宝
慶
寺
へ

と

転
じ

た
こ

と

に
つ

い

て

論
じ

た
。

　
雲

波
は

晩

年
に

宝
慶
寺
の

法
堂
を
再
建
し
、

仏
母
寺
を

開
い

て
い

る
。

宝
慶

寺
大
檀
越
伊

自
良
氏
の

末
裔

、

伊
自
良

猪
右
ヱ

門

昌
朝
（

護
叟
浄

　
　
　
　
　
　
　
　
（

13
）

鎮
居
士

、

P
〜
一

六

九

六
）

の

外

護
を

受
け
て

仏

母
寺
は

開
創
さ

れ
た

と

い

う
。

寂

円
に

帰
依
し

た

伊
自

良
氏
と

寂

円
を

開
山
と

す
る

宝
慶

寺

は
、

時
代
を

経
て

も
こ

の

関
係
が

続
い

て

い

る
。

1
　
正

伝
寺
で

は、

現
在
も
寂
円
の

法
が

継
承
さ

れ
て

い

る
。

雲
波
以
外
に

も

　
　
　
　
　
　
　
　ロ
　
ほ
　
ロ
　

　ロ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
バ
ほ　
　
　

　
　

　　
　

ぼ
　
　

　

　
せ　

　
十
一

世
大
椿
卍
秀
（

？
〜
一

七
入

八
）
、

十
二

世
建
国
成
寅
（
？

〜
一

八

二

六

一

九
三
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寂
心
雲

波
の

行
状
に
つ

い

て

（

伊
　
藤）

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
は
ハ

ゆ
や

　

　

ハ

せロ

　
？
）
、

二

十
五

世
徹
心

良
道

（

→

九

＝
二

〜
一

九
九

七）

が

宝

慶
寺
へ

転
住

　

し
て

い

る
。

2
　
宝

慶
寺
十
五

世

如
忻
（
生

卒
年
不
詳）

の

寺
領
目
録
か

ら

「

仏
母
院
」

　
の

存
在
が

把

握
で

き
る

。

雲
波
は

こ

れ
を

再
興
さ

せ

た
。

雲
波

滅
後
に
、

　

雲

波
の

弟
子
本
雄
（
生

卒
年
不
詳
V

が

仏

母
寺
を

開
創
し
た

と

す
る

説

も

　

あ
る

。

明
治
三

十
九

年
（
一

九

〇
六
）

に

寺
籍
編
入
を
し
た

（
宝
慶
寺
所

　

蔵

「

寺
籍
編
入

許
可

願
」

に

収
録）

。

3
　
本

多
喜
禅

『

宝

慶
寺
誌
］

（

大
野

市
宝
慶

寺
誌
刊
行
会

、

一

九

五

八

年）

　

四
一

〜

四
一

：

頁
。

雲

波
の

示
寂
年
が

記
さ

れ

て

い

る
。

し

か

し
、

典
拠

　

と

な
る

資
料
は

不
明
で

あ

る
。

4
　
團

野

弘
之
『

正

法
眼
蔵
写
本
の

書

誌
学
的
研

究
』

（
龍
宝

寺
、

一

九
九

九

　

年∀

一

〇
三

b
。

5
　
石
川
力
山

「

曹
洞
宗
寂
円
派
の

歴

史
的

性

格
」

〔

今

枝

愛
真
編
「

禅
宗

　

の

諸

問
題
』

（

雄
山
閣
出
版、

一

九
七

九

年）
］

一

五
一

頁
。

6
　
最
伝
は

滋
賀
県
高
島
市
の

光
明
寺
（

寛
永
二

年
開

創
ヵ

）

を
開

き、

二

　

世
は

儀
全

で

あ
る
。

光
明

寺
も
正

伝
寺
と

同
じ

く、

世

代

と

な

る

人

物

　

が
い

な
い

時
期
が

存
在
し

た
こ

と

に
な

る
。

7
　
拙
稿
「

宝
慶
寺
世
代
の

法
系
と

末
寺
の

関

係
」

〔

『

印
度

学
仏
教
学
研

究
』

　

五

九

ー
二

、

二

〇
一
一

年
）

　一

九

六
〜
一

九

九

頁
。

8
　
宝

慶

寺
二

十

四

世、

曹
源

寺
四

世
、

徳

巌
寺
・

光

徳

寺

開
山

。

慶
長

　

十
二

年
（
一

六

〇
七
）

に

示
寂
し
た
と

す
る

説
も

あ
る

。

9
　
光
徳
寺
五

世
、

福
井
洞
雲

寺
十
三

世、

同

洞
善
寺
・

同

藤
昌

庵
・

同

円

　
　
ハコ
さ

　

通

庵
開
山

。

10
　
宝
慶
寺
二

十
七

世、

曹
源

寺
五

世
。

義
山

の

行
状
に

不

詳
な
と
こ

ろ

が

　

多
く

、

入
滅
し

た

時
期
も

定
か

で

は

な
い

。

「

宝
慶
寺
過

去
帳
」

に

は

　
「

戌
」

の

年
（
五

月

三

日
）

に

示
寂

し
た

こ

と

が

記
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

　

を
基
に

考
察
す
れ
ば
、

寛
文
十
年
（

一

六
七

〇
）

八

月
二

十
八

日

に、

与

一

九
四

　
左

衛
門
外
三

〇

人
が

「

永
代
売
渡
し

申
畠
之

事
」

を

義
山

に

宛
て

て

い

る

　
の

で
、

こ

の

年
（
戌

年
の

寛
文
十

年）

よ

り
早
い

時
期
に

義
山
が

示
寂
し

　
た

と
は

考
え
ら

れ
な
い

。

貞
享
三

年
（
一

六

八

六）

に
、

雲

波
は

宝
慶

寺

　
で

「

正

法
眼

蔵
』

を

書
写
し
て

い

る
。

そ
れ

以

前
に、

義
山

は
宝

慶
寺
を

　

退
院
し
て

い

る

こ

と

に

な
る

。

元

禄
七

年
（

一

六
九

四）

も

戌
年
で

あ
る

　

が、

義
山

が

宝
慶
寺
を

退

院

し

た

時
期
と

義
山
の

示
寂
時
期
は

か

け

離

　
れ

て

い

な
い

頃
と
み

る

な
ら

ば
、

天

和
二

年
（

一

六
八

二
）

を
義
山
の

示

　

寂
年
と
し

て

捉
え
る

こ

と

が

で
き

る
。

11
　
註
10
を

参
照

。

12
　
宝
慶
寺
の

開
山

堂
に

は

「

徳

巌

前
住
虎
庵
閑
嘯
和
尚
」

と

刻
字
さ

れ
た

　

位
牌
が

安
置
さ
れ

て

い

る
。

こ

の

牌
裏
左

端
に
は

「

宝

慶
現

住
雲

波
和

尚

　

代
」

と

あ
る

。

雲
波
が

宝
慶
寺
晋
住
の

後
、

閑

嘯
（

？

〜
一

六

八

六）

が

　

徳
巌

寺
に

住
し

て

い

た
こ

と

も
窺
え
る
。

ま
た
、

「

宝

慶

寺
過
去
帳
」

に

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　　
　　
　
　
が　

　

は

雲
波
の

弟
子
と

し
て

幡
室
全

龍
上

座
（

？・
〜
一

七

四
一
）

の

こ

と

が

記

　

さ

れ
て

い

る
。

こ

の

人

物
に
つ

い

て

は
、

曹
源

寺
の

「

過
去

帳
」

に
も

記

　

さ

れ
て

い

る
。

13
　
「

仏
母
寺
歴

代
牌
面

写
」

（
一

八

〇
三

年
成
立
）

に

当
寺
開
基

と

し
て

記

　

さ

れ

て
い

る
。

曹
源
寺
の

「

過
去
帳
」

に

も
記

述
が

あ
り

、

伊
自
良
兵
助

　

父
と

付
記
さ
れ

て

い

る
。

〈

キ

ー
ワ

ー

ド
V

　
寂
心
雲
波、

宝
慶
寺

、

正

伝
寺、

末
寺

、

代
付

（

愛
知
学
院
大

学
非
常
勤
講
師）
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